青明舎　　フェイスシート

平成19年10月22日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　関口　禅　　様　　　　　男・女　　　　昭和25年7月3日生（57歳）

	
	〒039-0073　八戸市長根1丁目7-29　　　　　　　　　　電話　0178-22-9076

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	24歳頃
	罹 患 期 間
	約42年

	
	入院回数
	　　　　　5回
	延べ入院年数
	約12年

	医療機関
	　八戸赤十字病院（主治医　遠藤Dr）

　青南病院　　　（主治医　猪俣Dr）
	外来受診日
	隔週月曜日（日赤）

毎週金曜日（青南）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無

（負担0割）
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

1級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）　毎月約4万円で生活（年金通帳は弟氏管理）

	
	その他
	　

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア（月曜日～金曜日）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成19年10月登録予定
	身長
	163cm
	体重
	66kg

	最終学歴
	国士舘大学　中退
	免許・資格
	普通自動車免許・大型自動車免許

自動二輪免許

	職　歴
	　昭和45年～昭和46年　　　　　　　　　　ヤマハ月販（営業）

　昭和46年2月～昭和46年8月　　　　　　カメラ店・レコード店・パチンコ店を転々とする。

　昭和46年8月～昭和47年2月　　　　　　熊谷航空自衛隊（埼玉県）

	保　護　者
	氏　名　関口　ハツ　様　　　　　　　　　続柄　母　　　（同居　・否）

	利用目的



	入院・治療歴　初診日

1 昭和49年12月～昭和50年9月  　 　　　　　　入院　　湊病院

2 昭和52年9月～昭和53年12月　　　　　　　　 入院　　　〃

3 昭和58年11月～昭和59年10月　　　　　　　　入院　　三沢聖心会病院

4 昭和61年3月～昭和61年7月　　　　　　　　　入院　　　〃

昭和61年8月～平成14年1月　　　　 　　　　 外来    八戸赤十字病院

⑤　平成14年1月～平成16年9月　　　　　        入院　　　〃



	生活歴

3人兄弟の第2子。八戸北高校卒業後、国士舘大学に進学するが、アルバイトばかりして授業を受けず、2年で中退。昭和45年10月大学を中退後、ヤマハ月販に就職するも数ヶ月で退職。その後も様々な職業に就くが長続きせず転々とする。熊谷航空自衛隊除隊後の昭和47年2月に帰省。帰省後は就労せず、ひきこもり状態となっていた。昭和49年12月、幻聴・被害妄想に左右された行動が出現し湊病院入院。退院後通院していたが、服薬中断により再燃。その後も、退院しては服薬中断し再燃・入院を繰り返す。昭和61年8月、八戸赤十字病院へ通院していたが、平成13年12月頃より「バカヤロー」等の幻聴や被害・関係妄想が強くなり、両親への金銭要求・暴力行為も出現。平成14年1月、八戸赤十字病院へ医療保護入院。その翌日に父が倒れ亡くなっている。入院後は、病状安定しトラブルもなく過ごしていた。平成16年10月11日に青山荘に入所する。3年間青山荘で生活訓練を行い平成19年10月10日に退所する。その後は西南病院デイケアに週5日（月～金）通所しながら実家で単身生活を送る。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

 両親・姉・弟の5人家族。家族は教師家系。父は本人が入院した翌日死亡している。弟は実家近くに自分の家族と住む。実家の母屋には、高齢の母親が単身で生活しており、朝晩は弟宅で過ごしている。母親は、父親が本人のせいで死んだと考えており、また本人より暴力を振るわれた経緯から「外泊は良いが帰ってくるのは困る。」と話している。

H17年7月から障害年金、精神障害者福祉手帳共に2級から1級へ等級変更となっている。本人の年金は弟様が管理している。




　　　　　　　　　　　  平成19年10月22日　担当：馬渡　道伸

	氏　名
	   　関口　禅　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　25　年　7月　3日（57歳）


	長期目標（中期・短期）

	・デイケアに通い、定期的な通院をしながら自宅で安定した生活を送る。




	これまでの経過（前回評価日　青山荘　H19年8月27日）

	・青山荘荘では、H19年3月末から自宅外泊訓練を行う。3週間外泊訓練を行い、1週間は青山荘で生活するパターンにて生活。日中はデイケアに通所し、休日は買い物に出かける他、自宅では趣味のギターや習字を行い過ごす。これまで、家族との保険証の貸し借りをめぐるトラブルや電化製品設置への固執などがあったが、その都度職員が介入しながら解決し、現在は家族とも距離をとりながら、大きなトラブルなく生活を送っている。また、弟様も「安定した生活が送れているようで安心している。」と話す。母親は、日中母屋で生活しているが、本人が住む自宅離れを訪ねことや本人の様子を見に来ることはないが、本人のことを心配してか時々自宅小屋にお菓子や新聞を置いていることがある。6月下旬には、デイケア通所途中のバスの中で、朝食後薬の飲み忘れと昼食後薬を持参し忘れたことに気づくが、青山荘到着後、スタッフにきちんと報告・対処することができた。

青山荘退所後

・H19年10月10日青山荘退所する。退所後は、デイケア週5日（月～金）通い、デイケアまではバスで通う。デイケアを休む際は、必ず電話を掛け連絡を入れるように本人と決めている。連絡が無い際には本人の自宅に連絡を入れる事にしている。

・本人にはこだわりがあり、些細なことでも心配・混乱し、それが繰り返しの確認行為や精神的疲労につながることもある為、生活面の相談場所として青明舎の利用や、訪問（週1回土曜日）行っている。その際は服薬の確認や食事内容の確認を行う。本人は週に2回程度自宅の近くにある銭湯を利用している。

・青山荘退所後に10月13日、20日の2回青明舎で訪問を行い、服薬確認を行う。怠薬は無く、睡眠状況については、20:30過ぎに就床し朝6時頃に起床している。食事面についてはご飯を炊き、簡単な料理や惣菜を購入して食べている。休日は、街へ買い物に出掛けたり、自宅近くの銭湯に行っている。青山荘退所から1週間経つが生活リズムは安定している。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	・些細なことでも過度に心配・混乱し、繰り返しの確認行為や精神的疲労につながる。
	これからの青明舎の関わりについて
· 本人へ青明舎の説明を行い登録する。

· 本人の病状や体調に変化がないか関係機関（青明舎・デイケア・外来・青山荘）で見守りをする。

· 生活面の相談相手として、青明舎の訪問を毎週土曜日に行い、本人の不安を軽減する。怠薬により再発を繰り返している為に服薬確認を行う。

· 本人の状態が変化した場合には、関係機関と家族で本人の近況等について情報交換を行い、素早く主治医へ報告する。

· 生活上の問題やトラブルが起きたらその都度スタッフが介入を行う。
	　3ヶ月 


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸
姉　埼玉県在住





父親 (H14.8死去)





本人(57)





母親（84）





弟 (53) 売市在住





甥（小学3年）








義妹(50)





姪（小学6年）








